
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 750 820 1,120 1,320

実績 673 775 1,020 1,138

達成率 ％ 103.3% 124.4% 101.6%

目標 375 441 507 639

実績 307 430 441 464

達成率 ％ 114.7% 100.0% 91.5%
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＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

指標の分析

森林経営計画のよる森林整備のための合意形成については、森林組合等への事業に対する協力依頼を行い、100ha/年の
目標を達成することが出来ました。
市有林整備につきましては、単年度で23ha、累計で464haの整備となり目標の507haまでには至りませんでした。その
理由としては、新型コロナウィルス感染症の影響により作業員の確保が厳しく、かつ森林環境譲与税による未整備林整備を
開始したことによります。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

検討領域 2.49 1.98

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足度」と
もに低く、「検討領域」に位置しており、施策や事業の内容に
ついて再考の余地があります。

市民意識調査
結果分析

森林整備は市民生活に直結していないため、市民サービスと
しては、必要度・満足度が低くなっているように考えていま
す。

令和5年度以降
の課題

森林整備に必要な予算確保と林業従事者が不足しているため、今後も引き続き人材育成や人員の確保に向けた取り組みが
必要となります。

民間事業体と協働して森林管理を
行う森林面積【累計】

年間で、森林経営計画の森林所
有者との合意形成がとれた面
積

ha
（ヘクタール）

1,220

まちづくり
の方針

豊かな自然環境で市民が潤い、活力あふれるまち（生活環境）

５年後の
めざす姿

地域で森林を守る意識を高め、森林が持つ多面的機能の維持・増進を図り、健全で豊かな森を増やします。森林を地域で守り、育て、次世代に
伝えていくため、「森林・林業の再生」「地域社会の活性化」「森林環境保護」を進めることをめざします。

施策の内容
市有林の整備を進めるとともに、民有林の森林経営を企業と協働して実施します。
また、森林環境譲与税を活用し、未整備林の把握と整備を進めます。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

森林の多面的機能の維持・増進のた
めの森林整備面積【累計】

市有林を整備した面積

ha
（ヘクタール）

573

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

農林振興課農林基盤整備室 目原　康弘 200
（令和4年度）

コード Ⅶ-20-48 施策名 多様で健全な森林への誘導

施策の方針 環境にやさしい資源が活かされ循環するまちをつくる

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
農林振興
課 ○ 3,280 6,694 6,055 継続 ○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3,280 6,694 6,055 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞, ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

-

実施年度 内部評価

令和４年度
実施済

-

外部評価 評価のコメント

合計

進捗状況
木材の資源活用のための「臼杵市森林整備計画」に基づいた森林整備及び林業再生に向けた取り組みを推進するとと
もに、森林環境譲与税を活用した未整備森林の整備も推進する必要があります。
また、これらの森林整備の事業量を安定的に確保することで、林業従事者の雇用や森林整備の推進を図る必要があり、
併せて県が実施する「森林アカデミー」事業等を活用した専門的な人材育成にも努めます。

課長評価

順調
重点施策であり、計
画終了（2024年）ま

でに強化する

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年
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関連施策

コード

市有林整備事業 市有林整備
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